
- 記 者 発 表 資 料 -

～「都城志布志道路」（延長44.2㎞）全線開通半年後の交通状況及び整備効果について～

令和７年３月２３日（日）に「都城志布志道路」が全線開通しました。

開通からおよそ半年後の交通状況や、既供用区間を含めた開通効果(道路ネットワーク・物流・

広域医療など)をお知らせします。

令 和 7 年 1 1 月 2 0 日
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都城IC～志布志港間の所要時間が約３０分短縮！！

※詳細は別紙に記載

問 い 合 わ せ 先

【ネットワークの形成に伴う交通の変化】

・都城IC～志布志港間の所要時間が約３０分短縮

・交通量が開通初期の1,300台から8,300台以上、約６倍に増加

・国道10号等並行路線の交通量が２割減少し渋滞が緩和

【港湾物流の効率化】

・輸送時間が短縮し労働時間内に3往復の運搬が可能となる

【広域的な地域医療の充実】

・大崎分署から都城市郡医師会病院への所要時間が約３４分短縮

し広域的な医療活動を支援

■開通による整備効果
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都城志布志道路
延長約44km

令和７年３月２３日全線開通

ネットワーク形成と地域間交流開通状況

■都城志布志道路の全線開通により都城IC～志布志港間が約３０分短縮。

■都城志布志道路（末吉IC～松山IC間)の交通量は初開通時から約６倍に増加。

■移動エリアの拡大や移動機会の増加を地域住民の約６割が実感。
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ネットワーク形成と地域間交流の促進

【沿線にお住まいの方の声】

○子供の通学の送迎時間が短縮して送迎の

負担が減った。

○鹿児島空港、宮崎空港、都城北高速バス

停へのアクセスが良くなった。

（住民アンケート：R7.9）
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開通前：H11全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度
開通後：ETC2.0プローブ（R7.4～R7.6 平日混雑時旅行速度)

志布志道路は50㎞/h、臨港道路は30㎞/hで算定

約３０分短縮
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▲移動機会の変化

（住民アンケート：R7.9）
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▲移動エリアの変化

（住民アンケート：R7.9）
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▲都城志布志道路(末吉IC～松山IC)
の交通量の変化

H17・H22・H27・R3：全国道路・街路交通情勢調査
開通後：R7.9.3交通量調査結果

(百台/12ｈ)

約６倍に増加！

▲都城IC～志布志港間の所要時間の変化



交通状況の変化（R6年度末の開通エリア）交通状況

■都城市街地北断面の国道10号等並行路線の交通量が開通前の約２割減少

し、都北交差点、乙房交差点の渋滞が緩和。

■志布志ICから志布志港までの交通が分散され、混雑時旅行速度が向上。

交通状況の変化
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交通量調査結果
＜開通前＞
国道10号・国道269
号・県道45号：
R6.12.3
市道：R3.3.9
＜開通後半年後＞
R7.9.3

▲市街地北部断面の交通量の変化
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▲県道63号北大原交差点→志布志IC入口
交差点の混雑時旅行速度の変化

ETC2.0プローブデータ
平日：朝夕ピーク時平均
＜開通前＞R6.4～6月
＜開通後＞R7.4～6月

県道等の交通量が
２割減

交通量調査結果
＜開通前＞R3.10.26
＜開通半年後＞R7.9.3
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移動時間の
短縮により
物流の効率化

港湾関連物流の効率化物流効率化

■都城ICと志布志港が繋がったことで輸送時間が短縮され、労働時間内の輸送

回数が２．５往復から３往復に増加するなど物流支援に寄与。

■都城IC～志布志港の定時性が確保され待ち時間がなくなり業務効率が向上。

南九州の物流拠点である志布志港関連物流の効率的な輸送
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※国際バルク
戦略港湾

■ 志布志港の60分圏域と主な製造業事業所

都城志布志道路
延長約44km
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※国際バルク戦略港湾とは、日本におけるばら積み貨
物（バルク）の輸入拠点として、安定的かつ安価な輸入
の実現に資する大型船に対応した港湾機能の整備等
を実施する港湾として国土交通大臣が指定するもの

【輸送会社、製造業者等の声】 R７年9・10月ヒアリング調査結果

○志布志港からの輸送時間が短縮し、1日2.5往復が1日3往復に増加した業者もいる。志布志港から工場までの

輸送時間が未整備時より概ね30分程度（約70分から約40分へ）短縮した。

○定時性向上に伴い原料受入れ作業の見込みがたつので、待ち時間がなくなり他の仕事ができるようになった。

志布志港の60分圏

開通前（H11）

H11：全国道路・街路交通情勢調査平日混雑時
R7：ETC2.0(R7.4～6)平日混雑時

[旅行速度]

開通後（R7）

＜開通前＞
６０分圏域

＜開通後＞
６０分圏域

志布志港の
60分圏域が拡大

▲輸送回数の変化（イメージ）
※ヒアリングでの事例を基に作成

▲志布志港(外港地区）
の原木荷役状況

▲配合飼料の輸送状況
（都城志布志道路

志布志道路）
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▲所要時間の変化(都城IC～志布志港入口交差点）

※ばらつき：特異値（所要時間の上位・下位5％）を除いた所要時間の差
<ETC2.0プローブデータ> 開通前：R3.4～6.（平日12ｈの並行現道）、 開通後：R7.4～6.（平日12ｈ（志布志IC～志布志港入口交差点間は現道利用））
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日南市役所

都城市郡医師会病院
(都城夜間急病センター)

『都城市郡医師会病院』
（H27.4月移転）

広域的な地域医療の充実医療支援

■全線開通により大崎分署から都城市郡医師会病院への所要時間が約３４分

短縮され、搬送時の負担が軽減されるなど、広域的な医療活動を支援。

６０分圏域の広がりと医療施設までの時間短縮効果

（ヒアリング：R6.10、R7.10）
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【都城市内病院の声】

○開通によりドクターカーの現場到着、

搬送時間が短縮した。

【都城市消防局、大隅曽於地区

消防組合の声】

○信号交差点もなく、揺れも少ないこ

とから搬送時の患者さんと救急車の

運転手の負担軽減になっている。

（ヒアリング：R7.9、R7.10）

▲急病時の安心感の変化
＜都城志布志道路の通院利用者＞

（住民アンケート：R7.9）
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安心感が増した
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■市役所から都城市郡医師会病院
までの信号交差点数

開通後開通前

8箇所52箇所志布志市役所

12箇所46箇所曽於市役所

開通前：H27時点、開通後：R7時点

【沿線にお住まいの方の声】
○何かあった時、都城市内病院が

近くなり、安心。

都城市群医師会病院からの６０分圏域

開通前（H27） 開通後（R7）

H27：全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度

R7 ：ETC2.0(R7.4～6)平日混雑時旅行速度

※60分圏域：60分以内に治療を受けられた場合、多量出血でも
命が助かる可能性があることから圏域を設定

[旅行速度]

約86分

約52分

0

20

40

60

80

100

開通前(H27) 開通後

(分)

開通前：H27全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度
開通後：ETC2.0プローブ（R7.4～R7.6 平日混雑時旅行速度)

市道は30㎞/hで算定

▲大崎分署～都城市郡医師会病院間
の所要時間の変化

約34分短縮！
『都城市郡医師会病院』
（H27.4月移転）
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